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肥
田
組
大
庄
屋
・
服
部
庄
右
衛
門
の
事
件
簿
（
そ
の
④
） 

板
挟
み
の
庄
屋
・
佐
吉
郎 

前
号
に
引
き
続
き
、
「
服
部
庄
右
衛
門
覚
帳
」
（
№
３
７
０
）
に
沿

っ
て
助
郷
一
揆
の
経
緯
を
辿
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

津
藩
と
久
居
藩
は
本
支
関
係
（
本
家
と
分
家
）
に
あ
り
、
同
一
の

助
郷
掛
り
大
庄
屋
・
服
部
庄
右
衛
門
の
支
配
下
で
、
四
日
市
宿
助

郷
定
年
番
・
佐
野
佐
吉
郎
に
よ
っ
て
計
二
十
か
村
が
お
手
当
金
と

五
倍
賃
の
配
分
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
（
＊
１
）
良
か
れ
と
思
っ
て
即

座
に
割
り
付
け
た
五
倍
賃
の
差
し
戻
し
を
久
居
藩
役
所
に
指
示

さ
れ
た
上
、 

「
其
頃
者
、
人
足
之
者
私
門
外
ニ
押
詰
居
申
候
、
又
村
々
之
才
判
人

一
同
私
方
へ
罷
出
、
人
足
江

利
解
申
付
候
へ
共
引
取
不
申
、
是
非
今

晩
、右
五
倍
賃
受
取
不
申
候
而

者
帰
村
不
致
と
申
候
間
、」 

と
追
い
詰
め
ら
れ
た
佐
吉
郎
は
、 

「
右
者
、
御
役
所
へ
差
上
有
之
御
願
も
不
申
上
、
已
前
ニ
相
渡
義
者

難
相
成
筋
ニ
候
、
乍

併

し
か
し
な
が
ら

、
小
前
（
一
般
平
百
姓
）
之
者
共
騒
立
候

折
柄
、
人
気
取
慎 （

鎮
）

之
都
合
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
、
曲
而

此
方
ゟ
取
替
可

申
、」 

と
、
五
倍
賃
の
立
て
替
え
払
い
を
提
案
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、こ
の
苦

肉
の
策
が
か
え
っ
て
裏
目
に
出
て
、
「
回
収
し
た
五
倍
賃
銭
を
着
服

し
て
い
た
」
と
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
た
め
、
佐
吉
郎
の
家
は

激
し
い
打
ち
毀 こ

わ

し
に
遭
う
の
で
す
。 

「
早
々
取
計
ひ
方
愚
考
も
仕
候
処
、
双
方
ニ
怪
我
人
出
来
候
而

者
如

何
と
奉
存
、居
宅
内
ニ
詰
合
候
者
役
用
帳
面
類
取
さ
ら
へ
持
候
而

相

遁
れ
申
候
、そ
れ
ゟ
人
足
之
者
、屋
敷
へ
込
入
乱
妨
い
た
し
、一
旦
退

キ
再
度
引
返
し
、
建
具
・
諸
道
具
不
残
破
却
、
十
分
ニ
乱
妨
い
た
し

追
々
引
払
、」 

し
か
も
一
揆
勢
は
、
佐
吉
郎
が
間
一
髪
で
難
を
の
が
れ
た
後
、再
度

居
宅
に
襲
来
し
た
上
、 

「
大
勢
之
者
共
ゟ
口
々
申
候
ニ
者
、
昨
夜
佐
吉
郎
殿
方
へ
罷
越
欠
合

か
け
あ
い

中
、大
勢
寄
集
り
居
候
事
故
門
を
た
ゝ
き
彼
是
仕
候
内
、宅
内
ゟ
鉄

炮
之
音
弐
発
い
た
し
候
ニ
付
、命
ニ
か
ゝ
り
候
程
之
義
ニ
候
ハ
ヽ
乱
妨

ニ
及
ひ
候
、
此
義
を
承
知
い
た
し
置
呉
候
様
高
声
ニ
而

呼
り
、
尚
又
、

此
度
之
一
件
相
片
付
候
迄
、
助
郷
人
足
ニ
者
一
切
得
罷
出
不
申
旨

申
之
、引
取
申
候
由
、」 

と
、
正
当
防
衛
ま
で
主
張
し
ま
す
。
庄
右
衛
門
が
「
△
鉄
炮
打
候
義

者
、
佐
吉
郎
取
調
不
申
ニ
者
与
聢

（
し
か
と
）

難
相
分
候
、
」
と
慎
重
を
期
し
た

通
り
、
銃
声
を
聞
い
た
事
は
真
っ
赤
な
嘘
だ
と
発
覚
し
ま
す
（
後

述
）
。 

さ
て
、
本
史
料
巻
頭
に
「
御
代
官
衆
御
出
之
事
、
⁄
一 

山
岡
璠（

幡
）

之
進
殿
廿 （

十

六
日

月

）

暁
八
ツ
時
（
午
前
二
時
）
御
着
ニ
相
成
候
事
、
」

「
一 

山
岡
公
始
何
れ
茂

今
朝
ゟ
佐
倉
村
江

立
越
、
佐
吉
郎
居
宅
御

見
分
有
之
、
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
よ
い
よ
津
藩
代
官
に
よ
る
本
格

的
な
捜
査
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
（
＊
２
） 

表
紙
に
「
乱
妨
」
と
朱
書
さ
れ
た
尾
平
村
十
六
人
の
供
述
書
（
＊
３

№
３
７
１─

２
）
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
各
々
の
行
動
が
具

つ
ぶ
さ

に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
又
々
才
判
人
佐
吉
郎
殿
江

再
談
之
様
子
ニ
而

、五
倍
賃
之
金
高
手
前

取
替
可
相
渡
と
被
申
候
間
、
請
取
候
茂
同
様
ニ
付
早
速
引
取
候
様
、

才
判
人
ゟ
口
々
申
聞
候
処
、誰
申
と
な
く
斯
手
詰
ニ
相
成
候
故
、
無

拠
取
替
渡
抔
と
申
候
ハ
、
是
迄
引
込
居
候
ニ
相
違
無
之
、
多
人
数
之

肩
を
盗
ミ
難
義
を
為
致
候
義
、
了
簡
難
成
と
口
々
呼
立
、
門
を
た
ゝ

き
石
を

（
マ
マ
）

塀
板
囲
ひ
を
押
倒
し
宅
内
江

込
入
、」 

① 

兵
蔵
義
者
本
家
表
口
迄
参
候
処
、
刀
抜
放
し
有
之
を
見
付
、

拾
ひ
取
候
而

、傍
之
石
を
両
三
度
た
ゝ
き
見
候
処
、手
之
内
江

響

キ
候
故
同
所
ニ
差
置
逃
帰
り
申
候
、 

② 

助
四
郎
者
同
様
門
先
ニ
捨
有
之
候
刀
を
以
、
門
内
之
松
を
両

三
度
た
ゝ
き
傍
ニ
土
寄
セ
有
之
所
江

差
置
候
而

帰
り
申
候
、 

③ 

清
太
郎
義
者
宅
内
江

入
候
処
、
脇
差
抜
放
し
有
之
を
見
付
あ

ぶ
な
く
存
、鞘
ニ
納
メ
候
而

直
様

す
ぐ
さ
ま

引
取
申
候
、 

④ 

惣
次
郎
義
者
二
度
目
台
所
ゟ
立
入
、
鎗
之
折
レ
居
候
を
拾
ひ

取
、
戸
棚
を
た
ゝ
き
戸
を
破
り
蒲
団
を
引
出
し
、
門
先
江

投
捨

候
而

引
取
申
候
、 

⑤ 

長
次
郎
義
者
二
度
目
宅
内
江

立
入
、
座
敷
ニ
而

硝
子
壺
を
打
砕

き
候
而

引
取
申
候
、 

⑥ 

助
右
衛
門
義
者
二
度
目
宅
内
江

入
台
所
江

参
候
処
、伊
倉
村
市

右
衛
門
燗
徳
利
差
出
し
酒
を
勧
め
候
故
、
一
盃
飲
申
候
而

、
本

家
よ
り
裏
座
敷
江

罷
越
候
処
、
菓
子
箪
笥
有
之
候
故
右
菓
子

を
喰
ひ
直
ニ
引
取
申
候
、 

⑦ 

惣
三
郎
義
ハ
二
度
目
宅
内
江

立
入
候
処
、目
出
し
頭
巾
を
冠
り

候
者
を
始
、人
々
あ
ば
れ
居
候
を
見
請
あ
ぶ
な
く
存
直
ニ
引
取

申
候
、 

⑧ 

善
吉
義
者
、宅
内
ニ
而

障
子
を
踏
折
申
候
而

引
取
申
候
、 

⑨ 

喜
太
郎
義
者
宅
内
江

入
候
処
、
柿
を
投
け
候
者
有
之
、
右
を
拾

ひ
取
喰
候
上
、台
所
ニ
有
傘
三
本
引
破
り
罷
帰
り
申
候
、 

⑩ 

長
五
郎
義
者
二
度
目
宅
内
江
入
、台
所
ニ
有
傘
三
本
引
破
り
、

右
を
以
、其
辺
之
壁
を
た
ゝ
き
候
而

帰
り
申
候
、 
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⑪ 

林
助
義
ハ
、
門
内
ニ
入
座
敷
之
板
囲
ひ
引
放
し
、
門
先
ニ
而

綿
を

引
散
し
候
を
見
請
引
取
申
候
、 

⑫ 

忠
作
義
、
宅
内
江

入
候
所
、
棒
を
投
出
し
候
者
有
之
、
右
を
以

其
辺
を
た
た
き
直
ニ
引
取
申
候
、 

⑬ 

善
六
義
、
門
内
江

入
、
庭
之
塀
・
瓦
を
竹
ニ
而

た
ゝ
き
申
候
而

帰
り

申
候
、 

⑭ 

忠
七
義
、
門
内
ニ
而

綿
を
蒔
散
し
候
処
江

行
合
、
蹴
散
し
候
而

引

取
申
候
、 

⑮ 

惣
右
衛
門
・
平
次
郎
ハ
、
門
先
ニ
而

石
を
拾
ひ
打
候
迄
ニ
而

直
ニ
逃

帰
り
申
候
処
、
年
寄
又
左
衛
門
幷

才
判
新
兵
衛
ゟ
尾
平
引
け

く
と
呼
立
、
金
右
衛
門
義
、
門
内
ニ
而

引
取
候
様
と
制
し
候
故
、

薬
師
堂
迄
帰
候
処
、追
々
引
取
候
様
子
ニ
付
、
私
共
拾
六
人
も

前
後
ニ
相
成
、夜
明
ヶ
頃
帰
宅
仕
候
、」 

こ
の
よ
う
に
、
一
揆
と
て
決
し
て
十 じ

っ

把 ぱ

一
絡

ひ
と
か
ら

げ
で
は
な
く
、
③
抜
き

身
を
鞘
に
納
め
た
だ
け
の
清
太
郎
や
⑦
一
揆
勢
を
見
て
怖
気

お

じ

け

づ
き

逃
げ
帰
っ
た
惣
三
郎
、
⑥
助
右
衛
門
や
⑨
喜
太
郎
の
よ
う
に
ち
ゃ
っ

か
り
飲
食
し
て
い
た
者
ま
で
お
り
ま
し
た
。 

一
揆
勢
は
、
翌
二
十
四
日
も
四
ツ
半
時
頃
（
午
前
十
一
時
）
か

ら
尾
平
川
原
へ
集
ま
っ
て
、
「
昨
夜
、
寺
方
村
壱
人
も
出
不
申
ニ
付
、

押
寄
趣
意
可
承
と
申
立
出
掛
ヶ
候
ニ
付
、」
「
佐
倉
村
江

不
参
ノ
断
と

し
て
酒
幷
握
飯
を
出
さ
せ
」
ま
し
た
が
、
清
太
郎
・
惣
三
郎
を
含
む

六
人
（
長
次
郎
・
喜
太
郎
・
忠
作
・
忠
七
）
は
不
参
だ
っ
た
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
件
は
、
『
三
重
県
史 

通
史
編 

近
世
１
』
に
記
さ
れ
て
い
る

通
り
「
関
係
す
る
村
々
惣
百
姓
の
行
動
で
あ
る
こ
と
が
百
姓
一
揆

と
し
て
の
正
当
性
を
担
保
す
る
と
意
識
さ
れ
」
、
「
騒
動
へ
の
不
参

が
そ
れ
だ
け
で
百
姓
一
揆
へ
の
裏
切
り
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
、
他
の
一
揆
と
共
通
す
る
特
徴
を
持
っ
て
」
い
ま
し
た
。

現
在
も
社
会
問
題
化
し
て
い
る
同
調
圧
力
被
害
は
、
「
門
内
」
と
朱

書
さ
れ
た
高
角

た
か
つ
の

村
九
人
の
供
述
書
（
左
記 

№
３
７
１─

１
）
の

「
当
村
之
儀
、
大
郷
ニ
而

人
数
ハ
相
応
ニ
御
座
候
得
共
、
新
助
郷
ニ
而

聊

出
人
足
相
勤
候
迄
ニ
付
（
＊
４
）
、
譬

た
と
え 

五
倍
賃
御
下
行
ニ
相
成
候

而

も
纔

わ
ず
か

之
義
、
右
ニ
心
ハ
寄
セ
不
申
候
得
共
、
助
郷
村
々
一
躰
之
義

与

申
事
故
、
一
村
別
ニ
相
成
候
義
も
難
出
来
、
壱
人
も
出
不
申
時
ハ

後
日
如
何
様
之
難
題
を
請
候
義
も
難
計
と
心
配
仕
、
無

拠

よ
ん
ど
こ
ろ
な
く

罷

出
候
程
之
事
ゆ
へ
、」
と
い
う
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
（
前
号
に

表
紙
写
真
あ
り
）
。 

（
＊
１
）
「
江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
九
月
二
十
九
日
、津
藩
三
十

二
万
石
余
か
ら
五
万
石
が
分
け
ら
れ
、
久
居
藩
が
成
立
し
た
。
初
代
藩
主
の
藤
堂

高
通

た
か
み
ち

（
高
虎
の
孫
。
兄
高
久
は
同
日
、
津
藩
三
代
藩
主
と
な
っ
た
）
が
家
臣
団
に
宛

て
た
文
書
（
法
度
）
か
ら
も
、
久
居
藩
が
津
藩
の
一
部
と
し
て
成
立
し
た
「
内
分

う
ち
わ
け

」

な
藩
で
あ
っ
た
事
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
」
と
、
藤
谷
彰
氏
は
「
県
史
の
情
報
蔵
」
に

記
さ
れ
て
い
る
。な
お
、両
藩
の
助
郷
村
二
十
か
村
は
左
記
の
通
り
。 

津
藩
→
松
本
・
西
野
・
佐
倉
・
桜
一
色
・
江
村
・
鵜
河
原
・
赤
水
・
海
老
原
・
山
一
色
・

東
坂
部 

久
居
藩
→
大
井
手
・伊
倉
・
久
保
田
・中
河
原
・
小
生
・曽
井
・
高
角 

両
藩

入
組
→
尾
平
・寺
方
・平
尾 

（
＊
２
）
服
部
庄
右
衛
門
覚
帳
（
№
３
７
０
）
に
よ
る
と
、
代
官
山
岡
幡
之
進
は
、
十

一
月
二
日
暁
七
ツ
（
午
前
四
時
）
頃
帰
津
す
る
も
、同
月
十
三
日
夜
五
ツ
時
（
午
後

八
時
）
再
び
御
着
。取
り
調
べ
は
十
四
日
か
ら
再
開
さ
れ
、二
十
二
日
ま
ま
続
い
て
い

る
。 

（
＊
３
）
尾
平
村
・兵
蔵
（
年
四
十
四
）
を
筆
頭
に
、二
十
代
九
人
・三
十
代
四
人
・
四

十
代
三
人
。
二
十
三
歳
の
忠
作
は
、
「
去
（
慶
応
元
年
）
十
一
月
御
調
後
、
寅
（
翌
二

年
）
正
月
相
果
申
候
、」
と
あ
る
。 

（
＊
４
）
高
角
村
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
、新
規
に
助
郷
に
編
入
さ
れ
た
八
か
村

の
一
。
末
永
村
の
助
郷
高
減
少
分
を
茂 も

ち

福 ぶ
く

村
・曽
井
村
と
共
に
補
っ
た
。寺
方
村
は

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
七
月
よ
り
、日
永
村
の
代
助
郷
（
助
郷
村
が
免
除
さ
れ
た

助
郷
高
を
肩
代
わ
り
す
る
）
に
指
定
さ
れ
た
六
か
村
の
一
。
無
期
限
で
あ
っ
た
た
め
、

指
定
の
助
郷
村
と
同
様
に
な
っ
た
。（
『
三
重
県
史 

通
史
編 

近
世
２
』
） 

 

三
ヶ
条
の
要
求 

再
度
、
「
服
部
庄
右
衛
門
覚
帳
」
（
№
３
７
０
）
に
沿
っ
て
見
て
行

き
ま
し
ょ
う
。 

同
二
十
四
日
夕
方
、
「
助
郷
村
々
小
前
之
者
共
」
は
寺
方
村
小

山
へ
引
移
り
、
村
々
庄
屋
共
は
早
々
引
き
払
う
よ
う
申
し
付
け
ま

す
が
、
未
だ
一
揆
勢
の
勢
い
は
強
く
、
左
記
の
願
意
を
申
し
立
て

「
こ
の
一
件
が
片
付
く
ま
で
助
郷
人
足
に
は
一
切
出
な
い
」
と
宣
言

し
、漸
く
引
き
取
っ
た
と
あ
り
ま
す
。 

「
一 

五
倍
賃
銭
之
事
、 

一 

問
屋
場

と

い

や

ば

（
＊
５
）
ゟ
賃
銭
、
先
年
ゟ
人
足
才
判
之
者
江

、
其
村
々

直
ニ
受
取
出
人
足
江

割
賦
い
た
し
候
処
、
近
頃
御
通
行
多
ニ
而

、
問

屋
場
ゟ
其
度
ニ
相
渡
不
申
、
一
ヶ
月
分
又
ハ
二
ヶ
月
分
一
束
ニ
さ

し
、
自
他
領
年
番
（
こ
こ
で
は
佐
吉
郎
）
江

相
渡
候
ニ
付
年
番
共

割
賦
仕
候
処
、
右
者
前
々
之
通
問
屋
場
よ
り
直
ニ
受
取
候
様
い

た
し
貰
ひ
度
旨
申
立
候
、 

一 

助
郷
出
人
足
高
一
ヶ
年
分
、
年
末
自
他
領
平
均
仕
、
勤
不
足
之

村
ゟ
賃
金
受
取
、勤
過
之
村

江々

配
当
仕
候
、
（
＊
６
） 

」 

と
こ
ろ
が
、
取
調
べ
が
一
段
落
し
た
十
一
月
二
日
、
庄
右
衛
門
は

「
前
段
申
立
候
ヶ
条
、何
れ
も
取
上
ヶ
可
申
程
之
ヶ
条
ニ
無
之
、上
を

不
恐
次
第
、
」
「
此
一
条
相
片
付
候
迄
、
助
郷
人
足
ニ
罷
出
不
申
旨
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申
立
候
儀
者
如
何
心
得
候
哉
、と
察
当
（
違
法
行
為
を
咎
め
る
事
）

を
以
重
々
理
解
申
聞
候
処
、何
れ
も
恐
入
、是
迄
之
通
罷
出
候
段
申

之
、」
と
、一
揆
勢
の
要
求
を
い
と
も
あ
っ
さ
り
却
下
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
前
章
に
記
し
た
通
り
「
佐
吉
郎
方
ゟ
鉄
炮
打
出
候
儀
も
、

実
ハ
偽
り
之
旨
白
状
ニ
お
よ
ひ
申
候
、
」
と
佐
吉
郎
の
発
砲
も
真
っ

赤
な
嘘
で
、
「
今
以
発
頭
之
者
（
一
揆
の
首
謀
者
）
も
相
分
り
不

申
、
」
と
あ
っ
て
は
、
本
件
唯
一
の
被
害
者
で
あ
る
佐
吉
郎
は
立
つ

瀬
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
双
方
怪
我
人
一
切
無
御
座
、
且
佐
吉
郎
宅
今
以
紛
失
品
相
見
不

申
候
由
、
尤
早
速
及
見
分
候
処
、道
具
向
八
分
通
り
ハ
相
用
ひ
候
者

無
之
、
誠
ニ
以
大
乱
妨
ニ
御
座
候
、
」
と
斯
く
も
甚
大
な
被
害
を
蒙

っ
て
、
着
の
身
着
の
ま
ま
逃
げ
出
し
た
佐
吉
郎
の
後
日
談
と
し
て
、

そ
の
口
上
書
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
干
支
（
丑
）
の
み
で

年
号
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
佐
吉
郎
宅
が
打
ち
毀
し
に
遭
っ
た

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
、
来
年
の
年
頭
御
礼
を
断
っ
た
と
考
え

れ
ば
辻
褄
が
合
い
ま
す
。（
№
５
０
６ 

写
真
は
包
紙
） 

           

「
上 

 

来
年
頭
御
礼
不
参
御
断
申
上 

 
 

佐
倉
村 

佐
野
佐
吉
郎
」
） 

「     

奉
恐
口
上 

                                     

私
儀
、 

 

来
年
頭
御
礼
出
勤
之
有
無
可
申
上
旨
、御
触
達
之
趣
奉
畏
候
、当

時
慎
中
ニ
而

、且
痛
所
も
御
座
候
付
、不
参
御
断
申
上
候
、 

 

右
之
趣
乍
憚
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、已
上
、 

                         

佐
倉
村  

   

丑
十
二
月    

 
  

            

佐
野
佐
吉
郎
（
印
） 

    

服
部
庄
右
衛
門
殿                             

」 

幕
末
困
窮
化
の
一
途
を
辿
っ
た
の
は
助
郷
村
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
石
薬
師
宿
で
は
、
問
屋
場
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
問
屋
自
身
が
負

担
に
耐
え
切
れ
ず
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
・九
月
に
明
治
改
元
）

二
月
、
二
通
の
歎
願
書
（
休
役
願
と
増
役
願
）
を
信
楽
代
官
所
に

差
し
出
し
て
い
ま
す
（
「
岡
田
家
資
料
」
№
７
６
・
７
７
）
。
文
中
で

幾
度
も
強
調
さ
れ
る
「
亥
年
已
来
の
大
御
通
行
」
と
は
、
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）
年
・
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
年
・
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
と
繰
り
返
さ
れ
た
十
四
代
将
軍
徳
川
家 い

え

茂 も
ち

の
上
洛
を
指

し
ま
す
（
前
号
末
尾
参
照
）
。 

「   

乍
恐
以
書
附
御
願
奉
申
上
候 

 

東
海
道
石
薬
師
宿
問
屋
伊
右
衛
門
御
願
奉
申
上
候
、
私
義
、不
肖

短
才
之
も
の
ニ
御
座
候
処
、
格
別
之
以
思
召
役
儀
蒙
仰
御
仁
恵
之

段
、
冥
加
至
極
難
有
相
勤
罷
在
候
処
、
去
ル
亥
年
已
来
者
稀
成
大

御
通
行
（
＊
９
）
、
引
続
殊
更
米
価
を
始
、諸
色
前
代
未
聞
之
高
価
ニ

而

宿
入
用
莫
太
相
嵩
、
素
ゟ
困
窮
之
宿
方
日
々
取
賄
金
差
支
、
其
御

筋
様
江

品
々
御
救
助
筋
歎
願
仕
、其
余
宿
内
之
も
の
共
江

者
臨
時
多

分
之
出
金
為
致
、
漸
ク
取
凌
罷
在
候
儀
ニ
而

、
愚
昧
之
私
義
行
届
兼

心
痛
仕
候
、
折
柄
去
秋
已
来
病
気
相
発
候
処
、
御
用
多
之
御
時
節

ニ
付
、
強
而

相
勤
療
養
等
も
難
手
行
追
々
重
症
ニ
も
相
趣
勤
兼
候
ニ

付
而

者
、当
今
之
御
時
体
不
容
易
、
重
キ
大
御
通
行
中
御
用
向
差
支

候
而

者
奉
恐
入
、
且
者
療
養
等
不
行
届
、
此
上
病
症
打
重
り
候
而

者

歎
ヶ
敷

な
げ
か
わ
し
き

次
第
ニ
も
御
坐
候
間
、
恐
多
御
願
ニ
者
御
坐
候
得
共
、
右
養

生
中
休
役
被
仰
付
被
下
置
候
様
、
不
顧
恐
此
段
奉
歎
願
候
、
（
後

略
）
」 

                       

右 

    

辰

二
月                  

伊
右
衛
門
（
印
） 

  

信
楽                                     

 

   

御
役
所                                   

」 

「
東
海
道
石
薬
師
宿
問
屋
伊
右
衛
門
義
、
病
気
ニ
付
別
紙
休
役
御

願
申
上
候
ニ
付
而

者
、
見
越
之
御
願
奉
恐
入
候
義
ニ
者
御
坐
候
得

共
、
当
今
之
御
時
節
ニ
付
代
り
役
之
義
者
、
年
寄
共
之
内
思
召
之

も
の
江

被
仰
付
被
下
置
度
、
尚
問
屋
彦
五
郎
義
者
元
来
虚
弱
、其
上

持
病
相
募
候
儀
ニ
而

繁
御
用
向
相
勤
兼
候
間
、
恐
多
御
願
ニ
者
御
坐

候
得
共
、
伊
右
衛
門
代
り
役
之
外
、
増
役
等
是
又
被
仰
付
被
下
置

度
段
奉
願
上
候
、
右
ニ
付
、
年
寄
増
役
之
儀
者
、
小
前
之
も
の
共
へ

も
申
合
、
追
而

実
躰
之
も
の
相
撰
候
上
御
願
奉
申
上
度
候
間
、
何
卒

出
格
之
御
憐
愍
ヲ
以
、右
之
廉
々
御
聞
済
被
下
置
候
様
、乍
恐
此
段

以
書
付
御
願
奉
申
上
候
、以
上
、 

                       

右
宿 

    

辰

二
月                 

町
代 

                         

儀
兵
衛 

                        

同 

                         

半
三
郎 

                        

同 

                         

利
兵
衛 
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同 

                         

傳
九
郎 

                        

勘
定
立
会 

                        

百
性
代 

                        

町
代
兼 

権
十
郎 

                        
同 

                         

又
兵
衛 

                        

年
寄 

                         

六
右
衛
門 

                        

庄
屋 

                         

平
兵
衛 

                        

問
屋
見
習 

                         

邦
之
助 

                        

問
屋 

                         

彦
五
郎 

                        

立
入 

                         

坂
弥
三
郎 

  

信
楽 

   

御
役
所                               

」 

（
＊
５
）
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
『
三
重
県
史 

通
史
編 

近
世
２
』
Ｐ
４
６
３
の
表

に
よ
る
と
、天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
、四
日
市
の
問
屋
場
に
は
、
最
高
責
任
者
の

問
屋
二
名
（
交
代
制
）
・問
屋
見
習
一
名
・
年
寄
四
名
・肝
煎
十
名
が
、公
用
の
人
馬

の
配
置
・助
郷
人
夫
の
賃
金
会
計
等
、一
切
の
駅
務
を
執
り
行
っ
た
。 

（
＊
６
）
こ
れ
は
、
同
書
続
き
に
「
右
賃
銀
、
例
年
初
春
之
内
ニ
自
他
領
庄
屋
共
会
談

仕
、
右
取
遣
之
賃
銀
取
極
候
義
ニ
而

、
年
々
賃
銀
少
々
ツ
ヽ
不
同
御
座
候
、
」
と
あ
り
、

昨
元
治
元
年
は
一
人
に
付
き
銀
三
匁
七
分
五
厘
ず
つ
、
当
年
は
米
三
升
ず
つ
に
取

り
決
め
試
行
錯
誤
さ
れ
て
来
た
。と
こ
ろ
が
米
価
が
追
々
高
値
に
な
っ
た
の
で
、出
不

足
の
村
々
は
出
過
ぎ
の
村
々
よ
り
人
足
を
借
り
た
事
に
し
て
、年
々
の
人
足
勤
め
で

清
算
し
た
い
と
申
し
立
て
て
い
る
。 

 

付
録 

追
分
の
刃
傷
沙
汰 

 

東
海
道
と
伊
勢
街
道
の
分
岐
点
で
あ
り
、
四
日
市
宿
と
石
薬
師

宿
の
間 あ

い

の
宿
と
呼
ば
れ
た
日
永
追
分
（
現
四
日
市
市
）
は
、
か
つ
て

は
多
く
の
旅
籠
や
茶
店
が
建
ち
並
び
、
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
や

『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
（
写
真
参
照
）
に
も
登
場
す
る
名
所
で
し

た
。
現
在
追
分
に
は
、
大
鳥
居
（
＊
７
）
・
常
夜
燈
・
道
標
（
一
基
は
、

珍
し
い
屋
根
付
き
灯
籠
型
）
・
清
め
の
手
水
所
が
あ
り
、
県
指
定
記

念
物
（
史
跡
）
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

服
部
庄
右
衛
門
が
大
庄
屋
に
任
命
さ
れ
る
以
前
の
文
政
五
年

（
１
８
２
２
）
四
月
十
五
日
、
輪
番
で
江
戸
城
・
大
坂
城
・
二
条
城

（
現
京
都
市
中
京
区
）
の
警
備
を
担
当
す
る
大
番
衆
同
士
の
殺
傷

事
件
が
日
永
追
分
で
起
こ
り
ま
し
た
。
『
服
部
家
文
書
』
に
残
さ
れ

た
左
記
の
史
料
か
ら
は
、
助
郷
村
側
に
何
等

な

ん

ら

越
度

お

ち

ど

な
き
事
件
で
あ

り
な
が
ら
、
度
重
な
る
関
係
者
の
江
戸
召
喚
に
よ
る
路
用
金
捻
出

に
苦
慮
す
る
助
郷
年
番
庄
屋
の
実
態
が
窺
え
ま
す
。 

江
戸
幕
府
の
職
制
は
「
役
方
」
（
文
官
）
と
「
番
方
」
（
武
官
）
に
大

別
出
来
ま
す
。
「
大
番
」
は
番
方
の
一
つ
と
し
て
幕
府
要
地
の
警
固

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
十
二
組
に
分
か
れ
、
一
年
交
替
で
二
組
ず

つ
が
上
方
在
番
（
二
条
・
大
坂
）
を
務
め
ま
す
。 

二
条
在
番
の
交
替
は
四
月
、
大
坂
在
番
の
交
替
は
八
月
で
、
『
江

戸
幕
府
役
職
集
成
』
（
笹
間
良
彦 

雄
山
閣
）
に
「
そ
の
出
発
も
す

べ
て
戦
時
編
成
で
、
武
具
、
馬
具
一
式
を
用
意
し
、
旅
行
も
行
軍
形

式
を
採
る
。
す
な
わ
ち
一
の
組
が
先
手
と
し
て
、
番
頭

ば
ん
が
し
ら

が
組
頭
、
番

衆
、
与
力
（
管
理
職
」
、
同
心
（
実
働
職
）
を
率
い
て
一
日
早
く
出
発

し
、次
に
二
の
組
の
組
頭
や
番
衆
、与
力
、同
心
が
出
発
す
る
。
そ
し

て
三
日
目
に
二
の
組
の
番
頭
が
出
発
し

殿
し
ん
が
り

（
最
後
尾
）
を
つ
と
め

る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
大
変
物
々
し
い
も
の
で
し
た
。
一
組
の
人
数

は
、
大
番
頭
一
人
・
組
頭
四
人
・
組
衆
五
十
人
・
与
力
十
人
・
同
心

二
十
人
の
計
八
十
五
人
に
も
上
り
ま
す
。 
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左
記
の
上
申
書
は
、
被
害
者
・
藤
馬
を
乗
せ
た
馬
士
や
、
加
害

者
・
平
蔵
の
駕
籠
人
足
等
が
、
事
件
調
査
の
際
、
証
人
と
し
て
江
戸

に
召
喚
さ
れ
る
事
を
心
配
し
、
津
藩
領
玉
垣
村
大
庄
屋
の
森
田
源

七
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
差
出
人
の
庄
屋
両
名
（
与
兵
衛
と

庄
右
衛
門
）
は
、
石
薬
師
宿
助
郷
の
年
番
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

「       

乍
恐
御
訴
申
上
候 

一 

去
ル
十
五
日
、石
薬
師
宿 

         

二
條
御
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
但
馬
守
様
御
通
行
ニ
付
、
人
馬
御
継
立
仕
候
内
、

右
御
家
中
御
組
頭
春
田
小
兵
衛
様
御
家
来
橋
本
平
蔵
殿
・小
林
藤

馬
殿
両
人
同
道
ニ
而

通
行
被
致
候
処
、
藤
馬
殿
ハ
乗
掛
ケ
（
＊
８
）
、

平
蔵
殿
ハ
駕
籠
ニ
而

人
足
・
馬
士
（
＊
９
）
と
も
御
供
致
候
所
、
石
薬

師
宿
ゟ
四
日
市
宿
迄
之
間
追
分
村
之
入
口
ニ
而

、
平
蔵
殿
ハ
采
女
村

ゟ
歩
行
被
致
、
藤
馬
殿
乗
掛
ケ
ニ
乗
居
候
を
追
懸
ケ
切
か
け
、
余
程

手
疵
為
負
候
ニ
付
、
藤
馬
殿
ニ
も
乍
手
負
同
村
立
場
茶
屋
迄
逃
込

相
倒
れ
被
居
候
由
、
同
村
役
人
早
速
駈
付
見
請
候
処
、
余
程
之
深

疵
一
命
も
危
ク
様
子
ニ
付
、近
辺
之
医
師
も
立
会
療
治
仕
候
由
、御

家
中
様
方
追
々
御
越
御
評
儀
之
上
、
手
負
藤
馬
殿
ハ
戸
板
へ
乗
セ
桑

名
宿
御
泊
り
迄
御
越
被
成
候
、尚
又
、 

                  
 

小
林
藤
馬
殿
乗
掛
ケ
ニ
乗
セ
候
馬
士

ば

し 

                           

神
戸
領
木
田
村
文
四
郎 

                     

右
者
、肥
田
村
伝
馬

て

ん

ま

伏
セ
馬
ニ
御
座
候
、 

                         

橋
本
平
蔵
殿
駕
籠
人
足 

                           

川
原
田
村 

                              

新
兵
衛 

                              

加
右
衛
門 

 
 

右
之
者
召
連
、
問
屋
役
人
桑
名
宿
旅
宿
へ
罷
出
候
様
被
申
聞
候

ニ
付
、
則
石
薬
師
宿
問
屋
役
人
作
右
衛
門
、
人
足
幷

馬
士
と
も
召
連

参
候
処
、
途
中
之
始
末
御
尋
ニ
付
、
前
段
之
通
申
上
候
所
、
猶
被
申

聞
候
ニ
者
、其
方
と
も
子
細
者
無
之
義
ニ
候
得
者
、
勝
手
次
第
引
取

候
様
被
申
聞
候
ニ
付
、
人
足
・
馬
士
共
引
取
申
候
、
其
後
承
り
候
処
、

平
蔵
殿
義
者
手
錠
・と
ふ

唐

ま
る

丸

駕
籠
（
＊
１
０
）ニ
而

江
戸
表
へ
下
り
、

藤
馬
殿
ニ
ハ
宮
宿
（
現
名
古
屋
市
熱
田
区
）ニ
而

死
去
被
致
候
由
ニ

御
座
候
、 

 
 

右
之
通
之
義
ニ
御
座
候
得
者
、
人
足
・
馬
士
共
何
も
子
細
者
無

之
候
得
と
も
、江
戸
表
へ
着
之
上
御
調
之
節
、若
為
証
拠
御
召
寄
ニ
而

も
御
座
候
哉
与

心
配
仕
候
、乍
恐
此
段
御
注
進
申
上
候
、以
上
、 

                      

石
薬
師
宿
附
年
番 

                         

川
原
田
村
庄
屋 

    

午

四
月                      

与
兵
衛 

                      

同 

                         

肥
田
村
庄
屋 

                           

右
衛
門
」 

（
№
３
０
４─

１
） 

 

と
こ
ろ
が
案
の
定
、
関
係
者
の
江
戸
召
喚
が
命
じ
ら
れ
た
事
が
、

「
御
差
紙
写
」
と
記
し
た
包
紙
入
り
の
呼
び
出
し
状
と
路
用
金
の

覚
書
に
よ
っ
て
分
か
り
ま
す
（
左
記
両
通
）
。 

「 

尋
之
儀
有
之
間
、
早
々
罷
出
可
相
届
、
若
猶
不
参
者
、
可
為
曲
事

者
也
、 

 

午

五
月
八
日 

和
泉
（
町
御
奉
行
筒
井
和
泉
守
）
御
印 

                      

勢
州
石
薬
師
宿 

                         

馬
士 

                          

文
四
郎 

                      

同
宿
人
足 

                          

新
兵
衛 

                          

加
右
衛
門 

                      

同
州 

                       

日
永
村
追
分 

                         

丸
屋
与
八
後
家 

                          

み 

き 

                      

同
宿
役
人 

                          

作
右
衛
門 

                      

同
州 

                       

桑
名
宿 

                        

福
嶋
屋 

                          

作
左
衛
門 

                      

同
宿
役
人 

                          

彦
十
郎 

                          

孝
之
丞 

                       

右 

                        

宿
役
人

村
役
人

共        

」
（
№
３
８
３
） 

「       

       

覚 

一 

金
九
両 

  

右
者
、此
度               

川
原
田
村 

                          

新
兵
衛 

                          

加
右
衛
門 

                      

木
田
村 

                          

文
四
郎 

                      

右
者
、肥
田
村
伝
馬
伏
セ
馬 

 
 

右
三
人
之
者
、江
戸
表
ゟ
御
召
ニ
付
、
路
用
金
之
内
へ
壱
人
前
金

三
両
ツ
ヽ
御
渡
被
下
、
慥
ニ
請
取
申
候
、
則
当
宿
役
人
作
右
衛
門
江
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相
渡
、
諸
事
取
賄
仕
候
様
申
聞
遣
候
、
尤
過
不
足
之
儀
、
追
而

罷
帰

候
上
勘
定
可
仕
候
、仍
而

請
取
書
如
件
、 

                   

石
薬
師
宿
問
屋 

                     

当
番 

文
政
五
午

五
月                 

半
右
衛
門 

  

川
原
田
庄
屋 

     

与
兵
衛
殿 

  

肥
田
村
庄
屋 

 
 
 
 
 

庄
右
衛
門
殿 

  
 
 
 
  

  
 
 
 
 
  

 
 
 
 

」
（
№
３
５
４─

２
） 

ま
た
、
六
月
朔
日
付
の
口
上
書
（
№
３
５
４─
１
）
に
は
、
新
兵
衛
・

加
右
衛
門
・
文
四
郎
が
、
石
薬
師
宿
問
屋
当
番
の
作
右
衛
門
に
伴

わ
れ
、
五
月
二
十
九
日
に
石
薬
師
宿
を
出
立
し
た
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
七
月
に
出
さ
れ
た
口
上
書
（
№
３
５
３─

１
）

に
は
「
江
戸
表
江

被
為
召
候
者
共
、
着
状
差
越
候
而
已

の

み

ニ
而

、
其
後
何

ノ
様
子
茂

不
申
参
候
ニ
付
、毎
度
宿
方
江

立
越
宿
役
人
江

相
尋
候
へ
共
、

未
タ
何
ノ
様
子
も
不
申
越
、
宿
役
人
も
不
思
儀
ニ
存
罷
有
候
様
子

ニ
御
座
候
、然
ル
処
当
月
九
日
出
を
以
、
此
度
罷
下
り
候
宿
役
人
作

右
衛
門
方
ゟ
申
越
候
ハ
、
当
月
十
二
日
ニ
ハ
御
番
所
相
済
候
而

帰
村

被
仰
付
候
様
子
ニ
候
ヘ
ハ
、無
難
出
立
可
仕
与

申
事
而
已
ニ
而

、外
ニ
何

ノ
様
子
も
不
申
参
候
、
」
と
何
の
音
沙
汰
も
な
い
ま
ま
、
滞
在
期
間

が
一
ヶ
月
以
上
に
及
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
公
事

く

じ

宿 や
ど

（
＊
１
１
）
の
駿

州
屋
か
ら
ま
た
も
や
「
寄
宿
次
第
再
出
立
せ
よ
」
と
の
通
知
が
届

き
ま
す
（
左
記
全
文 

№
３
０
３
）
。 

「 

尚
々
、
此
度
ハ
日
永
村
幸
右
衛
門
宿
御
呼
出
ニ
無
御
座
候
、
此
段

御
心
得
た
め
申
上
候
、以
上
、 

仕
立
飛
脚
を
以
一
筆
啓
上
仕
候
、
秋
暑
之
砌
御
座
候
処
、
弥
御
勇

健
奉
恐
寿
候
、
然
者
、
先
達
而

町
御
奉
行
筒
井
和
泉
守
（
筒
井
政

憲
・
文
政
四
年
か
ら
二
十
年
間
、
江
戸
南
町
奉
行
を
務
め
た
）
様

ゟ
御
宿
方
高
士
文
四
郎
殿
・人
足
新
兵
衛
殿
・嘉
右
衛
門
殿
幷

肝
煎

作
右
衛
門
様
御
呼
出
候
処
、
当
四
月
中
、
二
条
御
番
様
御
家
来
疵

為
負
候
節
之
始
末
御
尋
ニ
付
、段
々
御
答
被
成
、当
月
八
日
御
書
印

形
之
上
帰
宿
被
仰
付
、
尤
追
而

御
呼
出
之
節
ハ
、
江
戸
宿
甚
右
衛
門

方
へ
被
仰
付
候
間
、早
々
罷
出
候
様
被
仰
渡
、依
之
当
月
十
二
日
御

出
立
ニ
而

、
中
山
道
通
り
御
帰
宿
被
成
候
儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
所
、
昨

十
六
日
、右
和
泉
守
様 

御
番
所
私
儀
被
召
出
、御
宿
方
高
士
文
四

郎
・
同
新
兵
衛
・
嘉
右
衛
門
幷

宿
役
人
差
添
早
々
罷
出
候
様
、
飛
脚

を
以
早
々
申
達
呼
寄
候
様
被
仰
付
候
間
、
則
飛
脚
相
立
申
候
、
最

早
飛
脚
着
迄
ニ
者
、
右
三
人
幷

作
右
衛
門
様
も
御
帰
宿
可
有
之
、万

一
帰
宿
無
之
候
ハ
ヽ
、
帰
宿
次
第
早
々
御
出
府
着
御
届
被
成
候
様

奉
存
候
、
右
御
請
書
、
此
飛
脚
江

御
渡
し
被
遣
可
被
下
候
、
右
申
上

度
如
斯
御
座
候
、以
上
、 

                                    

駿
州
屋 

    

七
月
十
七
日                          

 

甚
右
衛
門 

   

石
薬
師
宿 

    

御
問
屋 

    

園
田
正
八
郎
様 

    

近
藤
半
右
衛
門
様 

    

御
年
寄
中
様 

追
而

申
上
候
、
三
度
便
ニ

而

も
間
違
ハ
有
之
間
敷
候
得
共
、
飛
脚
相
立

候
様
被
仰
付
候
、大
切
之
事
ゆ
へ
、此
段
仕
立
飛
脚
を
以
申
上
候
、 

一 

作
右
衛
門
様
御
儀
、
右
一
件
御
承
知
之
儀
ニ
付
、
御
同
人
様
御

出
府
被
成
候
方
可
然
奉
存
候
、万
一
御
差
合
も
有
之
候
へ
者
、外
御

役
人
中
ニ
而

も
壱
人
御
差
添
御
出
府
可
被
成
候
、以
上
、」 

こ
う
し
て
、
付
添
人
が
与
左
衛
門
に
替
わ
っ
た
一
行
は
八
月
五
日

に
再
出
立
、よ
う
や
く
十
月
帰
村
の
途
に
つ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

「
一 

先
達
而

御
訴
申
上
候
、此
度
江
戸
表
ゟ
再
御
召
之
者 

                              

川
原
田
村 

                                  

新
兵
衛 

                                  

加
右
衛
門 

                              

肥
田
村
伝
馬
伏
セ
馬 

                              

神
戸
領
木
田
村
馬
士 

                                  

文
四
郎 

                              

石
薬
師
宿
役
人 

                                  

与
左
衛
門 

右
四
人
之
者
共
東
海
道
罷
下
り
候
積
り
ニ
而

、
今
五
日
出
立
仕
候
、

尤
此
度
借
用
仕
候
金
拾
五
両
之
内
、右
三
人
之
者
共
露 （

路
）

用
金
之
内

へ
壱
人
前
金
三
両
宛
、
都
合
九
両
、
外
ニ
先
達
而

右
之
者
共
罷
下
り

候
節
、
露
用
幷

諸
入
用
不
足
之
内
江

金
六
両
、
都
合
拾
五
両
問
屋
へ

相
渡
シ
請
取
書
取
置
申
候
、
追
而

宿
役
人
ゟ
諸
入
用
勘
定
帳
請
取

差
上
可
申
候
、」
（
文
政
五
年
八
月
五
日 

№
３
５
４─

３
） 

ま
た
、
石
薬
師
宿
の
助
郷
は
今
回
の
事
件
を
踏
ま
え
、
江
戸
行

き
の
路
銀
分
担
に
つ
い
て 

「
割
賦
之
儀
、
宿
役
人
・
惣
郷
御
領
之
年
番
共
会
談
仕
、
」
「
此
度
割

賦
仕
候
得
者
、以
来
之
規
矩
（
手
本
）ニ
茂

相
成
候
得
者
、 

  

一 

宿
方
弐
分
五
り
（
２
５
％
） 

  

一 

其
村
引
請
弐
分
五
り
（
２
５
％
） 

  

一 

惣
郷
割
五
分
（
助
郷
全
村
で
５
０
％
） 

 

右
之
通
ニ
仕
度
趣
申
儀
ニ
御
座
候
、」 

と
取
り
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、 

「
宿
役
人
申
候
ニ
者
、
馬
士
・
人
足
共
助
郷
之
名
前
出
し
候
而

者
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村
々
ゟ
役
人
中
御
附
添
可
被
成
、
差
候
而

者
雑
費
も
多
分
入
可
申

候
得
者
、
其
儀
を
相
考
不
筋

ふ

す

じ

（
道
理
に
背
く
事
）
ニ
者
候
得
共
、宿
・

人
馬
与

申
立
江
戸
表
相
済
申
候
、
此
儀
も
御
考
ニ
も
預
り
度
由
申

之
義
ニ
御
座
候
、
右
等
ハ
、
全
ク
謝
礼
ニ
而

も
申
請
度
趣
ニ
も
可
有
御

坐
与

愚
考
仕
候
、」
（
同
年
十
月 

№
３
５
４─

４
） 

助
郷
人
馬
と
す
る
と
付
添
役
人
の
雑
費
が
嵩
む
た
め
、
表
向
き
は

宿
し
ゅ
く

立 た
て

人
馬
（
各
宿
駅
に
常
備
さ
れ
、
次
の
宿
駅
ま
ま
人
や
荷
物
を

運
ぶ
馬
と
人
足
）
と
し
て
届
け
出
る
よ
う
御
高
考
下
さ
い
、
と
年
番

の
庄
屋
両
名
（
与
兵
衛
と
庄
右
衛
門
）
は
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。 

（
＊
７
）
初
代
の
大
鳥
居
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、一
志
郡
須
賀
瀬
村
（
現
津
市
）

の
伊
勢
商
人
・渡
辺
六
兵
衛
が
寄
進
。現
在
の
鳥
居
は
平
成
二
十
八
年
、伊
勢
神
宮

伊 い

雑

宮

ざ
わ
の
み
や

か
ら
移
建
さ
れ
た
。 

（
＊
８
）
宿
駅
の
駄
馬
一
頭
に
人
が
一
人
乗
り
、二
十
貫
目
（
約
７
５
㎏
）
の
荷
物
を

つ
け
て
運
ん
だ
。 

（
＊
９
）
馬
に
荷
を
引
か
せ
て
運
ぶ
事
を
職
業
と
す
る
者
。 

（
＊
１
０
）
江
戸
時
代
、重
罪
の
囚
人
の
護
送
に
用
い
た
竹
籠
。形
状
が
シ
ャ
モ
（
唐
丸
）

を
入
れ
る
籠
に
似
て
い
る
事
が
名
称
の
由
来
。 

（
＊
１
１
）
地
方
か
ら
裁
判
の
た
め
江
戸
に
来
る
者
を
宿
泊
さ
せ
、
訴
状
の
作
成
な

ど
手
続
き
の
代
行
や
弁
護
な
ど
を
行
っ
た
。 

        

特
別
展
開
催
中 

 

☆
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
で
は
、
令
和
四
年
度
特
別
展
「
光
太

夫
と
は
じ
め
て
物
語
」
を
開
催
中
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年
振
り
に
開
催
と
な
る
今
回
の
特
別
展

は
、
大
黒
屋
光
太
夫
が
帰
国
し
て
２
３
０
年
に
な
る
こ
と
を
記

念
し
て
「
紅
茶
」
や
「
サ
ウ
ナ
」
、「
楽
器
」
な
ど
、
光
太
夫
が
日

本
に
も
た
ら
し
た
様
々
な
モ
ノ
や
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。
多
く

の
方
に
光
太
夫
の
「
西
洋
文
化
の
紹
介
者
」
と
し
て
の
一
面
を

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

■
会
期 

 

開
催
中
～
三
月
十
九
日
（
日
） 

 
 

 

■
入
場
料 

 

無
料 

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

三
月
十
日
（
金
）
十
三
時
三
十
分 

■
住
所 

鈴
鹿
市
若
松
中
一
丁
目
一
‐
八 

■
休
館
日
：
月
曜
（
休
日
の
場
合
は
開
館
）・
火
曜
・
第
三
水
曜
日 

■
問
合
せ 

0
5

9

‐3
8

5
-
3

7
9

7
 

   
 

 
 

 
 

詳
し
く
は
こ
ち
ら→

 

  

  

☆
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
で
は
、
特
別
展
「
信
綱
の
思
ひ
出
づ
る

人
々
」
を
開
催
中
で
す
。 

令
和
元
年
度
の
豪
雨
被
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
特
別
展
で
は
、
明
治
時
代

に
活
躍
し
た
、
学
界
・
芸
術
界
、「
心
の
花
」
の
門
人
た
ち
と
の

親
交
の
一
端
に
触
れ
、
信
綱
宛
に
送
ら
れ
た
葉
書
や
書
簡
な
ど

を
と
お
し
て
、
信
綱
の
思
ひ
出
づ
る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

■
会
期 

開
催
中
～
三
月
十
九
日
（
日
） 

■
入
場
料 

無
料 

■
展
示
説
明
会 

三
月
三
日
（
金
）
十
三
時
三
十
分 

■
休
館
日
：
月
曜
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）・
第
三
火
曜
日 

■
問
合
せ 

0
5

9
-
3

7
4

-
3

1
4

0
 

 

☆
伊
勢
型
紙
資
料
館
で
は
、
「
伊
勢
型
紙
と
文
様 

気
象
」
を

開
催
中
で
す
。 

 

四
季
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
は
、
季
節
感
と
深
い
結
び
つ
き
が

あ
る
数
多
く
の
気
象
現
象
に
つ
い
て
、
古
来
よ
り
様
々
な
デ
ザ

イ
ン
が
作
ら
れ
、
生
活
の
中
で
活
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
企
画
展
で
は
、
雨
や
雲
、
雪
、
陽
炎
な
ど
気
象
に
ま
つ
わ
る

伊
勢
型
紙
の
文
様
を
集
め
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
、
生

活
に
密
接
に
関
わ
る
気
象
現
象
を
生
活
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
取
り
入
れ
、
身
に
纏
い
、
祈
り
を
こ
め
て
き
ま
し
た
。
形
の
な

い
も
の
を
も
図
案
化
す
る
日
本
人
の
観
察
力
と
表
現
の
細
や
か

さ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■
会
期 

開
催
中
～
五
月
位
ま
で 

■
休
館
日
：月
曜
（
休
日
の
場
合
は
開
館
）
・火
曜
・第
三
水
曜
日 

■
入
場
料 

無
料 

■
問
合
せ 0

5
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-
0
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4
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